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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。円高の進行と英米の政治
イベントを控え、週初は軟調な展開となりました。
17（火）の下げ幅は、昨年11月の米大統領選後の
「トランプ相場」が始まって以来最も大きくなり
ました。週央以降は上昇し、19日（木）には3日
ぶりに19,000円台を回復し、週末も米次期財務長
官の「強いドル」容認発言を受け、海外勢を中心
に買い安心感が広がり上昇しました。（週末引け
値：19,137.91円）

 週間では、日経平均株価は0.77％の下落､東証株価
指数は0.74％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年1月16日～1月20日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、週初は、
日経平均株価の下落が投資家のリスク回避姿勢を強め、
買われました（利回りは低下）。19日（木）に米長
期金利上昇や財務省が実施した5年債入札の軟調な結
果を受けて、金利は一時約1か月ぶりの高水準をつけ
たものの、週末は日銀が実施した買い入れオペが受給
の強さを示す結果となり、債券相場は前日比で上昇し
ました。（週末引け値：0.066％）

 週間では、10年国債金利は0.016％の上昇となりまし
た。

（審査確認番号H28-TB279）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、メイ英首
相の欧州連合（ＥＵ）単一市場からの脱退表明
が嫌気されて、週初は前週末から引き続き下落
しました。その後は、20日（金）にトランプ次
期大統領の就任演説を控えて方向感を欠く展開
にとなり、19日（木）までに5営業連続で下落
となりました。20日（金）の同氏の就任演説内
容に目新しさはなかったものの、週末は大手企
業の良好な決算が好感され前日比で上昇しまし
た。（週末引け値：19,827.25ドル）

 週間ではNYダウは0.29％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場
市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、日経平均株価の下落
とメイ英首相の欧州連合（ＥＵ）単一市場から
の脱退表明等を受け、16日（月）に円は一時
約1ヵ月ぶりの高値を付けました。20日（金）
にトランプ次期大統領の就任演説を控え、週央
は様子見姿勢から軟調な展開となったものの、
週末は堅調な米経済指標を手掛かりに円売り・
米ドル買いが進行しました。（週末引け値：
114円60銭～70銭）

 週間では米ドル/円は0.11％の円安、ユーロ/
円は0.67％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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